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2014 年 3 月 18 日に東京都より仮認定 NPO 法人の認定を受けました。2017 年 3 月 17 日までに

PST（パブリックサポートテスト）をクリアすれば、認定 NPO法人として新たな一歩を踏み出すことに

なります。ここまで支援してくださった会員の皆様、市民の支援者の方々に御礼を申し上げます。私ども

は今後も設立の趣旨に基づき男女平等の視点に立ち、市民の暮らしの支援を行ってまいります。 

引き続きよろしくお願い申し上げます。                   理事長 今村久美子 

 

母体となった日野市女性事業協会設立から２０

周年を迎えた２０１１年より、当法人自主事業

として「陽だまりプロジェクト」を発足させま

した。 

陽だまりプロジェクトは、当法人の会員のボラ

ンティア精神から生まれた事業です。 

いずれの事業も、活動の中で、会員さんが感じ

たニーズを事業化したものです。暮らしの支援、

子育て支援、地域の支援を目指しています。 

 

 

2015年 1月 20日発行 

通信第２２号 

NPO法人設立当初から、日野市の事業の

委託を受けています。ファミサポを始め

今年度は８事業を委託されています。 

当法人の活動の特徴は、委託事業の遂行

の中でキャッチした様々な市民ニーズ

を、速やかに、専門性の裏付けをもって

自主事業に転換・展開していくことです。 

NPO法人の活動は、迅速性、専門性、先

駆性が肝心です。当法人の自主事業は

NPOならではの市民対応、事業展開であ

ると自負しています。    子育て支援事業 

   地域貢献事業 
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見えない障害 高次脳機能障害とは見えない障害と言われるほど、外見はもとより、その障害

像もわかりにくい障害です。その原因は大きく分けると、脳こうそくや脳出血など脳血管障害によるものと

交通事故、転落事故などの頭部外傷によるものが一般的です。 

 高度医療の発展に伴い大きな事故、病気でも命が助かる方が多くなってきましたが、その半面で脳に起こ

った機能障害が残ることが多いのです。全国にすべての年齢層をあわせて約 27 万人、そのうち 18 歳以上

65歳未満は約 7万人と推定されています。 

 日野市の高次脳機能障害者 日野市で高次脳機能障害を有する方がどのくらいいらっしゃ

るのかははっきりしていません。しかし、平成 24 年に高次脳機能障害の当事者と家族の方々の有志が「高

次脳機能障害者と家族の会 かしのきひの」を立ち上げ、活動を始めています。10年以上にわたって高次脳

機能障害者の方々の支援をしていた当法人・事務局長は、高次脳機能障害者とその家族の地域での生きにく

さを何とかしたいと考えていましたが、家族会の立ち上げの際に会の顧問として関わり、引き続き、運営支

援を行っています。 

 かしのきひのの今後の展開 現在、かしのきひのは月 1回の定例会（第 3水曜日午前中）

を開催し、会員同士の情報交換や気持ちの共有、就労支援への検討などを行っています。また、昨年度は卓

球台を購入し、体力づくりと会員交流の試みを始めました。今後は定例会を午前午後の一日として、午後は

就労に結び付くプログラムの実施を企画しています。 

 皆様のご理解ご支援をよろしくお願いいたします。       （事務局長 土屋和子） 

  

高次脳機能障害者と家族の会 かしのきひの 運営支援 
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LINK22号では、ますます活発に活動する陽だ

まりプロジェクトの現況をお知らせしましたが、

いかがでしょうか。今年も受託事業を精一杯遂行

していくと同時に、陽だまりプロジェクトを大き

く成長させていきます。 

20 年にわたる暮らしの支援が個々の家庭のニ

ーズに応えるものであったとすれば、陽だまりプ

ロジェクトは、個々の家庭や市民からのニーズを

地域に視点を移し、地域づくりをしていこうとい

うものです。 

今後の陽だまりプロジェクトの発展のために、

どうぞ皆様のご協力をお願いいたします。 

当法人では、賛助会員入会と寄付をお願いして

おります。ご不明な点は NPO 市民サポートセン

ター日野事務局０４２－５８３－１５２８まで

お問い合わせください。 

陽だまりプロジェクト 

の活動を応援する 

賛助会員と寄付を 

募集しています 

賛助会員入会については下記にご連絡ください 

NPO法人市民サポートセンター日野 

☎０４２－５８３－１５２８ 

〒191-0062日野市多摩平 2-9多摩平の森ふれあい館２F 

ご寄付は便利な郵貯口座振替をご利用ください 

ゆうちょ銀行振替口座 

№ ００１８０－０－６１２６８９ 

毎年、11 月くらいになると、「来年の新年の集まりはどうする？？」という会議が始まります。 

前年秋から実行委員会を立ち上げ、事務局、各事業部から実行委員が選出されて、会のコンセプト

作りから始めます。2015年は活動発表と交流の集いとなり、各事業で事業内容のポスターを作ることに 

なりました。本号 LINK22号は、そのポスターをそっくりそのまま掲載するという新しい試みです。 

手作り感あふれるポスターから、NPOスタッフの情熱と温かさを感じていただければ幸いです。（和） 

編集後記 

 


